
 

2022年 6月 9日 

 

各  位                                   
 
 

上 場 会 社 名  株式会社 ミ ロ ク 

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長 弥勒 美彦 

(コード番号：7983 東証スタンダード市場) 

問合せ先責任者  取締役管理本部本部長 古味 俊雄 

(TEL  088-863-3310) 
                                   

 

業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

 

2021年 12月 14日に公表した 2022年 10月期第 2四半期(累計)の業績予想について、本日公表の実績値と下記

の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 
記 

●業績予想と実績との差異について 
 
2022年 10月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値と実績値との差異(2021年 11月 1日～2022年 4月 30日) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する四半期純利益 

1株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

 

5,600 

百万円 

 

305 

百万円 

 

375 

百万円 

 

250 

円 銭 

 

84.73 

実績値（Ｂ） 5,600 484 565 368 124.85 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 179 190 118         

増減率（％） 0.0 58.7 50.9 47.3         

(ご参考) 
前期第 2四半期実績 
(2021年 10月期第 2四半期) 

7,249 254 363 252 85.55 

(注)2022年10月期より｢収益認識に関する会計基準｣(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を適用しており、
(ご参考)前期第 2四半期実績の数値は当該基準適用前の実績値を記載しております。 
 

差異が生じた理由 

  新型コロナウイルス感染症の拡大や原油高をはじめとした原材料価格の高騰は、当社グループの各事業に影

響を及ぼしておりますが、猟銃事業につきましては欧米のアウトドアブームを背景とした狩猟や射撃のニーズ

の高まりにより、付加価値の高い上下二連銃が好調であったため利益面を大きく押し上げることとなりました。 

工作機械事業につきましては、機械・ツール部門ともにほぼ予想通りであったものの、加工部門は受注増に

より、売上高・利益ともに予想を上回りました。 

これらの要因により前回発表予想を上回りました。 

  なお、通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症、原材料価格の高騰及びウクライナ情

勢の悪化・長期化等多くの不透明な要素を考慮し、現時点において修正を見送っております。通期連結業績予

想の修正が必要になった場合は、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


